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河川は水害を発生させる反面，肥沃な土地を形成するほか，交通手段として多く利用されてきた．明治

期に入り近代技術が発達すると，洪水抑制を意識した河川改修が目立つようになり，河川とその地域住民

の関わり方は大きく変貌した．水害が激甚化する中，我々は恩恵と水害を同時に与える河川と今後も付き

合っていく必要があり，地域住民と河川との関わりを尊重した整備が求められる．本研究では，令和2年7

月豪雨で甚大な被害を受けた球磨川を対象に，文献調査やヒアリングを通して，住民と河川の関わりを尊

重した地域づくりを図るための基礎的資料となることを目的とした．交通，灌漑，水害に着目した結果，

球磨川の近世以降の歴史は7期に分けられ，その歴史区分に応じて，各流域の特徴を整理することができ

た．加えて，交通形態の変化と大規模な河川改修は強い相関があること，河川に関する知恵は長期にわた

り受け継がれる傾向があると考察した． 
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1. はじめに 

 

(1) 背景と目的 

 地域住民と河川の歴史的な関わり方について，近世の

治水対策では，その土地に対応した輪中堤や遊水地など

が設けられ，舟運などの河川と密接した生活が形成され

た．これが明治期になると，近代技術が発達したことに

より，防災に特化した河川整備が進められ，鉄道の普及

とともに河川との疎遠化が始まる．現代では，より発達

した技術により小規模の災害を減少できる傾向にあるが，

発生した災害は激甚化する恐れがあり，河川整備により

近づきにくい河川となりうる．近年での異常気象によっ

て激甚化した災害として，2017年の7月九州北部豪雨，

2018年の西日本豪雨，2019年の九州北部豪雨，2020年の

令和2年7月豪雨が記憶に新しく，毎年のように異常気象

による集中豪雨をきっかけに大規模な被害が発生してい

る．今後は頻発する水害に対応しうる治水対策を行うこ

とが重要であるが，その対策を行う上で地域住民と河川

との関わりを尊重した整備を行う必要があると考える． 

 大熊は著書「洪水と水害をとらえなおす1)」で“川”

の定義を行っているほか，「民衆の自然観」と「国家の

自然観」の2つの概念を提案している．川の定義につい

て「川とは山と海とを双方向に繋ぐ，地球における物質

循環の重要な担い手であるとともに，人間にとって身近

な自然で，恩恵と災害という矛盾のなかに，ゆっくりと

時間をかけて，人の”からだ”と”こころ”をつくり，地

域文化を育んできた存在である」としている2)．また民

衆の自然観とは「人々の生活が地域の自然と深くかかわ

るなかで育まれてきた」ものであり，国家の自然観は

「近代化とともに国家運営のための自然観へと変貌」し

たものであると大熊は述べている3)．つまり民衆の自然

観は近世以前の自然観を表し，国家の自然観は明治期以

降の自然観を表していると言える．恩恵と災害には相互

性があり，日本の場合はその振幅が激しく，豊かな恩恵

にだけ気を取られていると災害で命を落とすことになる

ため，かつての日本人は常日頃からそのことを肝に銘じ

る必要があった4)．恩恵と災害の相互性である例として，

火山の活発化による温泉の湧出，洪水による上流からの

肥沃な土砂の供給5)などが挙げられる．以上より，人間

は恩恵だけでなく災害も同時に与える自然と今後もつき

あっていく必要がある． 

 2020年に発生した令和2年7月豪雨6)では，熊本県南部

に位置する球磨川流域に位置する人吉市，球磨村，八代

市坂本町を中心に甚大な被害が発生した．この水害では

球磨川流域の氾濫による犠牲者が50名，球磨川中流部で

は約2mから4mの浸水で約6,110戸が被害を受けた．生活

や経営に大きな影響を与える被害であったが，2021年9

月28日の朝日新聞に掲載された「てんでんこ それでも

川と7)」では，再び球磨川が牙をむくとしても，変わら

ず同じ場所で生活しようとする住民の姿を報じている．
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このような住民の思いは，今までの球磨川からの恩恵が

あったからこそ，水害を経験しても球磨川を憎むことは

できないということではないかと思われる． 

 また，今後このような異常気象による水害が発生する

恐れがあり，現存するダムや堤防による治水対策のみで

は，被害が拡大する可能性がある．そこで全国的に注目

されているのが流域治水である．流域治水に関して，国

土交通省8)では「河川管理者が主体となって行う治水対

策に加え，氾濫域も含めて一つの流域として捉え，その

河川流域全体のあらゆる関係者が協働し，流域全体で水

害を軽減させる治水対策」としている．つまり，その河

川流域で生活する住民の協力をもって，上流域，中流域，

下流域が互いの地域のみならず他の地域のためにも治水

対策を行うことを意味している．流域治水の例の1つは

田んぼダムであり，球磨川流域では上流地域にて実験的

に行われている．このことから，中流域や下流域での水

害による被害を抑制するために，上流域での住民と河川

との関わり方が重要であると考える． 

 そこで，本研究では令和2年7月豪雨の被害が大きかっ

た上流域と中流域を中心とした各流域の特徴をまとめ，

今後の球磨川流域における，住民と河川の関わりを尊重

した地域づくりを図るための基礎的資料となることを目

的とする． 

 

(2) 位置づけ 

 河川と住民の関わり方を考える上で，水害対応につい

て青木ら9)は，荒川流域に位置する水屋・水塚の立地状

況や屋敷の空間構成を，河川改修完工前後の変化と比較

しながら，上流から下流での減勢治水を考察している．

また飯塚ら10)は，生活習慣の一部として根付いた伝承に

よる水防意識に着目し，総務省の全国災害伝承情報をも

とに，洪水発生前に関する伝承が多い傾向にあることを

明らかにした．舟運がまちに与えた影響として，安達ら
11)はかつて北海道で行われていた舟運に着目し，明治か

ら始まった開拓期の水運の活躍は短かったが，船着き場

が物流基地として高い拠点性を持っていたことを示した．

空間構成や人の活動からみた水辺のあり方について，田

中ら12)は岐阜市長良橋周辺を対象に，治水事業と都市形

成の概要を年表に整理したのち，地域毎の水防システム

の違いなどから，今後の水辺の都市形成を考察している．

花村ら13)は明治期以降の大阪堀川を対象に，大阪の個性

を支えてきた堀川がどのように都市から切り離されてき

たのか，交通，水害，水質対策に着目し，賑わいのある

水辺の再生を提案している．中川ら14)は木材業を介して

形成された水辺空間の変遷を，木材業の大きな転換点だ

った1960年代から現在の名古屋市堀川を対象に，断面図

や住民の利用の変化から考察している． 

 河川との関わりを考える上で，青木らの過去から受け

継がれてきた水害対応の現状，安達らの鉄道の普及が始

まった明治時代以降や，田中らの水辺の空間的な変遷な

どを取り扱うものが多い．近年激甚化しつつある水害の

状況を考慮するとこれらも踏まえながら，河川利用の活

発化が始まった近世から，一定区間だけでなく上流や下

流の相互作用に視点を置くことも重要であり，水害を発

生させる河川を住民がどのように受け入れていくか考え

直す必要がある．また球磨川流域では行政区間に沿って

地域の特徴をまとめたものが多く，今後の流域治水を考

える上で，地形的特徴に沿って上流域，中流域，下流域

それぞれの地域特性をまとめる必要がある．つまり，住

民が河川に対して抱く思いを視点に，河川と住民の関わ

り方が近世頃からどのように変化したのか，それを流域

全体で見ながら地域ごとにまとめ直すことに意義がある． 

 

 

2. 対象地および手法 

 

(1) 対象地について 

 球磨川15)は熊本県南部に位置する人吉・球磨盆地や八

代平野を流れる一級河川であり，最上川と富士川を含め

る日本三大急流の1つである．幹線流路延長は115km，

流域面積は1,880km2である．河床勾配は上流部にて1/500

から1/700，中流部にて約1/300から1/1,000，下流部にて約

1/7,000である16)．源流を熊本県球磨郡水上村の銚子笠に

発し，上流から水上村，湯前町，多良木町，あさぎり町，

錦町，相良村，人吉市の順に東からほぼ西に向かって貫

流する．人吉・球磨盆地を抜けたあとは流路を北に転じ，

球磨村と芦北町の間の山間による狭窄部を縫うように流

下し，八代市の八代平野に出て前川，南川と文脈して八

代海に注ぐ（図-1）．球磨村と芦北町を流下したのちに

は八代市坂本町（以下，坂本村）があり，かつては球磨

川水運の要所となった地域であった．球磨川での主な観

光資源は急流を活かした川下りやラフティングが挙げら

図-1 球磨川とその周辺地域（昭和 40年） 
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れ，河川水を用いた肥沃な穀倉地帯が形成されている．

その一方，洪水時の球磨川流域の被害は甚大で，「暴れ

川」としての名も有名である． 

本研究ではあさぎり町と八代市が合併する前である昭

和40年の地図を利用し，人吉・球磨盆地である湯前町，

多良木町，上村，免田町，岡原村，須恵村，深田村，錦

町，人吉市を上流域，狭窄部である球磨村と坂本村を中

流域，八代平野である平成17年に合併する以前の八代市

を下流域として扱う． 

 

(2) 手法 

本研究では文献調査を中心に行い，補足としてヒアリ

ング調査と現地調査を行う．文献調査では各市町村史を

はじめ，球磨川に関わる項目として主に交通，水害，土

木工事について抽出した．参考とした文献とヒアリング

調査の概要は以下の通りである（表-1）． 

3. 球磨川流域での歴史的変遷 

 

(1) 球磨川における各流域の変遷 

 文献調査による資料整理を行った結果，球磨川での地

域住民との関わりに影響を与えた事柄を上流域・中流

域・下流域に分けてまとめ，確認できた水害を各年代ご

とに頻度で表した（表-2）．慶長7年（1602）までの安

土・桃山時代以前を中世，慶長8年から慶応3年（1603-

1867）の江戸時代を近世，明治元年から大正14年（1868-

1925）までの明治・大正時代を近代，それ以降の昭和・

平成・令和時代を現代と分けて示している．また図-2は

球磨川流域における地名や要所を示している． 

 中世では，上流域にて1198年に相良氏が人吉に入国す

るほか17)，農民の手により百太郎溝の開削が始められた

ことが確認された．百太郎溝は現在でも球磨川上流域を

潤している農業用水路であり，詳細は次章にて取り扱う． 

表-1 参考文献一覧とヒアリング調査の概要 

編者・発行者 発行日 調査日 所属

坂本村史 坂本村村史編纂委員会 平成2年12月25日 2021年9月4日 八代市立博物館職員1名

人吉市史 人吉市編さん協議会 昭和56年3月15日 球磨川ラフティング協会1名

球磨村誌上巻 球磨村誌編さん委員会 昭和62年3月30日 球磨川くだり株式会社職員1名

球磨郡史上巻 球磨郡教育支会 昭和48年3月26日 2021年11月4日 八代史談会名誉会長1名

八代郡史 熊本県教育委員会 編纂 昭和61年8月 2021年11月12日 熊本県議会議員1名

八代市史 第3巻 八代市教育委員会 昭和47年 百太郎溝土地改良区職員4名

新･球磨学 熊本日日新聞社編集局 昭和63年2月10日 幸野溝土地改良区職員2名

人吉球磨の交通史 人吉球磨の交通史編纂委員会 平成6年10月1日

熊本県歴史の道調査 -球磨川水運- 熊本県教育委員会 昭和63年3月

「暴れ川」球磨川 水害記録集 九州地方建設局 昭和57年以降

球磨川水害証言集 ドキュメント洪水 九州地方建設局 昭和57年以降

令和2年7月豪雨 球磨川水害対応記録 国土交通省九州地方整備局 令和3年7月

百太郎溝史 百太郎溝土地改良区 平成5年8月31日

復刻 幸野溝 幸野溝土地改良区 平成8年10月2日

ひとよし歴史研究 第18号 人吉市教育委員会 平成27年3月31日

遺跡が語る くまもとのあゆみ 球磨川編 熊本県教育委員会/熊本県文化保護協会 2005年1月

加藤清正の川づくり･まちづくり 加藤清正土木事業とりまとめ委員会 平成7年11月30日

2021年10月15日

2021年11月24日
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図-2 球磨川流域の地名や要所（3章） 
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表-2 球磨川と地域住民との関わりの変遷 

鎌倉 1198:相良氏が人吉に入国、鎌倉時代に百太郎溝第一期

1334:名和氏が八代を支配・懐良天皇の征西府時代

        この頃徳淵の津がつくられる・杭瀬の存在を確認

1504:相良氏が八代を支配・徳淵の津を中心に海外進出

1518:島津氏が八代を支配

1587:豊臣秀吉が肥後に入る

1588:小西氏が八代に麦島城を建設

1600:小西氏が関ヶ原の戦いで滅亡し、加藤清正が八城を支配

        加藤清正の時代に杭瀬が遙拝堰と呼ばれるようになる

1619:萩原堤防の築造・麦島城が地震で崩落

1626:相良藩の御仮屋ができる

1649:上松求麻村に33艘、下松求麻村に29艘の川舟、

        両村合わせて10名の水主が熊本藩に登録

1662:林正盛が球磨川開削に着手 1662:蓑毛の新井出工事

1664:渡～神瀬の舟運が開通 1664:「多武の木米下し賃」が徴収されるようになる

1668:参勤交代で初めて舟運が使われる

1676:上・下松求麻村の人口3,985人、村高816石

1677-1680:百太郎溝第二期

1689:栴檀渡し口の番所が萩原に移動「萩原番所」

1697:幸野溝の開削開始・旧貫の造成、1696-1697:百太郎溝第三期

1699:幸野溝流出（1回目）

1701:幸野溝流出（2回目）

1705:幸野溝・新貫の完成、1704-1705:百太郎溝第四期

1710:百太郎溝完成

1725:上松求麻村に192艘、下松求麻村に64艘の川舟が登録

1726:「遙拝番所」設置

1740:百太郎溝第五期

1755:「瀬戸石崩れ」 1755:「瀬戸石崩れ」 1755:「瀬戸石崩れ」、この頃人吉藩の舟に「運上漕」の義務

1759:木上溝の工事に着手

1770:熊本藩が萩原番所に「求麻御領内往来之川平田」と舟主を登録 1770:「舟札」の「判賃」で1艘14文徴収 1770:「舟札」の「判賃」で1艘35文徴収、参勤交代

1780:「歩銀納」を提案する

1802:上松求麻村に223艘、下久多良木村に40艘の川舟が登録

1807:球磨川舟運に関する「川舟定法」

1823:上・下松求麻村の人口7,920人、村高1,639石

1825:上松求麻村の舟乗り3名を筑後川上流の舟運開発に招く

1828:木上、一武、西野村道で球磨川護岸工事

1857:幸野溝修繕

1868:会津戦争から帰還

1871:人吉藩が人吉県(7月)、人吉県から八代県(11月)

1872:坂本村が八代県の一部に

1876:上･下松求麻村から松求麻村に合併

1877:西南の役の際、西郷軍と人吉隊が人吉から川舟で下る

1880:松求麻村から上･下松求麻村に

1889:川舟運送会社設立・下り舟の運賃11銭

1890:選挙で舟運が使われる

1893:下り舟の運賃22銭

1895:製紙工場設立

1896:熊本～八代で鉄道開通

1897:下り舟の運賃40銭

1901:渡～人吉で客馬車 1901:渡～人吉で客馬車

1902:多良木～湯前で客馬車

1908:肥薩線開通 1908:肥薩線開通 1908:肥薩線開通、人吉～多良木で定期馬車

1910:「くま川下り」の始まり 1910:「くま川下り」の始まり

1912:大正初期に自動車が普及

1920:人吉～多良木間で川舟の運航

1924:湯前線開通

1937:球磨川下流部改修計画策定 1937:神瀬橋竣工

1940:遙拝堰がコンクリートに

1942:葉木駅完成

1945:杉やヒノキを植林するようになる

1947:球磨川上流の人吉球磨地区の直轄改修工事が着手

1954:荒瀬ダム・坂本橋完成

1955:鎌瀬橋完成、坂本村の森林資源はこの頃植林したもの

1956:市房ダム計画と関連し、上下流一貫した球磨川改修計画 1956:市房ダム計画と関連し、上下流一貫した球磨川改修計画 1956:市房ダム計画と関連し、上下流一貫した球磨川改修計画

1958:瀬戸石ダム完成 1958:県営球磨川南部地区土地改良事業

1959:荒瀬ダム漕艇場が認定 1959:川辺川ダム計画

1960:第15回国体漕艇競技大会 1960:市房ダムと幸野ダム完成・川辺川ダムの直轄調査が開始

1961:八代郡上･下松求麻、芦北郡百済木村が坂本村に合併

1963:遙拝堰のすぐ上流に新堰の造設・それまでの遙拝堰の廃止

1965:「昭和40年7月洪水」、新前川堰・球磨川堰に着工 1965:「昭和40年7月洪水」 1965:「昭和40年7月洪水」

1966:深水橋完成
1966:川辺川ダム基本計画策定(工事実施基本計画)

        人吉地区特殊工事として九日町特殊堤工事に着手

1967:新前川堰・球磨川堰竣工 1967:くま川下り（人吉-岩戸） 1967:百太郎堰の完成、くま川下り（人吉-岩戸）

1968:現代の遙拝堰完成

1969:川辺川ダムの建設に着手

1972:水害により古墳群が発見される

1973:球磨川中流地区・派川南川が直轄管理区間に編入される 1973:高度経済成長期後に百太郎溝、幸野溝の地域学習開始

1974:遥拝頭首工完成、直轄河川改修計画を策定 1974:直轄河川改修計画を策定 1974:直轄河川改修計画を策定

1975:球泉洞の開発・くま川下り（人吉-球泉洞） 1975:くま川下り（人吉-球泉洞）

1978:南川分流工事に着手 1978:葉木橋完成 1978:九日町排水機場工事に着手

1980:九日町排水機場工事完成

1981:南川分流工事完了

1982:「昭和57年7月洪水」 1982:「昭和57年7月洪水」 1982:「昭和57年7月洪水」

1985:人吉地区の特殊堤工事完了

1988:球磨川水系工事実施基本計画の一部を改訂 1988:球磨川水系工事実施基本計画の一部を改訂 1988:球磨川水系工事実施基本計画の一部を改訂

1989:九州縦貫自動車道開通（八代～人吉） 1990年代:ラフティングが始まる 1989:九州縦貫自動車道開通（八代～人吉）、ラフティングの誕生

1995:九州縦貫自動車道開通（人吉～えびの）

2006:川辺川ダム「ダムによらない治水」意見書

2008:県知事が「ダムによらない治水」を表明

2009:国土交通大臣が川辺川ダム中止を表明

2012:荒瀬ダムの水利権がなくなる

2018:荒瀬ダム撤去完了

2019:八の字堰として再整備される

2020:「令和2年7月豪雨」、八の字堰がグッドデザイン賞を受賞 2020:「令和2年7月豪雨」 2020:「令和2年7月豪雨」

上流
確認できた

水害の頻度（年/回）
年代

室町

江戸

安土

桃山

下流 中流

-

3.9

3.4

2.8

中

世

近

世

近

代

1791-1797:

松求麻舟乗り22人を大淀川の舟運開発に招く

明治

大正

現

代

昭和

第二次世界大戦時（1939-1945）の八代に工場が5つできる

平成

令和

1947-1948:

近代工法を応用した遙拝堰のコンクリート大改造工事が完了
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一方下流域では領主の移り変わりが激しい地域であった．

下流域での代表的な灌漑施設は，加藤清正が八代を治め 

ていた頃に築かれた遙拝堰である18)．またこの頃は球磨

川が急流であるほか，球磨川沿いには険しい山道が続き，

上流域と下流域を行き来することは難しかった． 

 近世では，1662年に人吉の商人であった林藤左衛門正

盛が球磨川開削に着手し，1664年に舟運によって上流域

と下流域を結ぶこととなった19)．舟運が開通したことで

物資の運搬が容易になったほか，人吉の相良藩も参勤交

代の際に利用したことが記録されている19)．舟運は中流

域である坂本の住民を中心に運営された．舟運による物

資運搬や税の徴収を行うため，球磨川の至るところに番

所が設置され，その管理を下流域が中心となって行った． 

また上流域では，中世に開削が始められた百太郎溝と，

新たに開削された幸野溝が新設・改修され，より広い範

囲に灌漑用水を供給できるようになった20) 21)．球磨川の

恵みを享受する一方，1755年には「瀬戸石崩れ」と呼ば

れる大規模な水害が発生し，中流域と下流域を中心に甚

大な被害が発生した．その被害は溺死者506名，人家の

流出2,118戸であったとされる22)． 

 近代では，1908年に人吉を経由した八代と鹿児島を結

ぶ肥薩線が開通した23)．肥薩線は球磨川沿いに開通され

たことから，それまで交通や運搬の要であった舟運は衰

退し始める23)．1910年には観光を目的とした「くま川下

り」が開始され，球磨川の新しい活用法が生まれた．ま

た1910年に肥薩線が開通したことで，舟運業の拠点は中

流域だったものが上流域の深田に移ったが24)，1924年に

人吉と湯前を結ぶ湯前線（現在：くま川鉄道湯前線）が

開通したことから，球磨川流域全体で舟運が衰退した23)． 

 現代に入り，中流域において衰退した舟運は橋梁が建

設されるまで渡しとして活躍した．またこの頃から利水

や治水を意識した河川改修が進み，中流域では利水を主

とした荒瀬ダム（1954年完成）25)と瀬戸石ダム（1958年

完成）26)，上流域では多目的ダムとして1960年に市房ダ

ムが完成した．河川改修が活発な時期であったが，1965

年に「昭和40年7月洪水」，1982年に「昭和57年7月洪水，

2020年に「令和2年7月豪雨」などの記録的な水害が発生

した．令和2年7月豪雨をきっかけに建設されることが決

定した川辺川ダムは，1959年に計画が行われていたが，

2009年に国土交通大臣によって建設が中止されていた27)．

また1989年に八代と人吉を結ぶ九州縦貫自動車道が開通

したことで，中流域を経由せずに上流域と下流域を行き

来することが可能となった28)．九州縦貫自動車道が開通

した後，上述した川辺川ダムの建設が中止されたほか，

水利権を失った荒瀬ダムが2018年に撤去され，2019年に

遙拝堰が八の字堰として再整備された29)． 

 

 

(2) 球磨川における時代区分 

 まとめた年表をもとに，球磨川流域における出来事の

変遷を，交通形態の変化や灌漑に関わる事業により，7

つの時代区分に分け，各年代の特色を整理した（図-3）．

事項に各年代について地域別の特色を示す． 

a) 孤立期（1663年以前） 

 林正盛による球磨川の舟運が開通する以前を孤立期と

した．この時期は球磨川での舟運が部分的に発達してい

たが，上流から下流を繋ぐことが難しい時代だった．上

流域では人や物の出入りが少なかったが，球磨川による

豊富な水量と平野が広がっていることから，比較的灌漑

を行うことが可能な地域だったと考えられる．一方中流

域の大部分は山間部であるため，灌漑を行うことは難し

く，裕福とはいえない地域である22)．下流域では球磨川

が運ぶ土砂により干拓地として発展し，海に開けている

という立地から，領主の移り変わりが激しい地域だった．

そのため上流域，中流域，下流域の地域が独立しており，

各地域の特徴が強く出ていたと考えられる． 

b) 開削期（1664-1740） 

林正盛による球磨川の開削，上流地域での百太郎溝や

幸野溝が開削された時期を開削期とした．この時期は球

磨川を利用した開削が盛んに行われ，その動きは特に上

流域に大きく現れている．また上流域では灌漑用水路の

開削によってより豊かな地域となり，球磨川による下流

への物資運搬が容易になったことから，豊かな物資を他

地域に発信することが可能となった．中流域では以前か

ら舟乗りとしての高い技術を有していたことから，上流

と下流を繋ぐ舟運の運営，また上流と下流を往来する旅

人の宿場や荷物の集積場として賑わうようになった．下

流域では舟運の取り締まりを行うとともに，上流域から

の物資を重要視するようになる．このように，開削期は

球磨川を利用する取り組みが行われ，全流域規模での交

流が始まり，その仲介を中流域が担うようになる． 

c) 第一次発展期（1741-1907） 

開削期から鉄道が開通するまでを，第一次発展期とし

図-3 上下流に影響を与えた項目まとめ 
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た．この時期は開削期で得られた成果を利用し，修繕し

た時期である．上流域では球磨川舟運による物資の運搬

や交通手段を変わらず利用し，完成した灌漑用水路によ

る資源の生産を行った．中流域でもさらに舟運業が発達

し，川舟だけでも1649年には62艘程だったが，1802年に

は約4倍の263艘が登録されている22)．下流域でも変わら

ず舟運や川舟の取り締まりが行われた．このように，第

一次発展期では開削期につくられたものを発展させなが

ら利用した． 

d) 衰退期（1908-1924） 

 肥薩線や湯前線が開通し，それまでの交通手段に変化

が生じた時期を衰退期とした．この時期は初めに肥薩線

が球磨川沿いに開通し，特に下流域では鉄道による長距

離移動が可能となる．これにより中流域や上流域の舟運

業者に打撃が与えられたことで，観光を目的とした川下

りが行われるようになった．特に上流地域の人吉より東

側の地区では鉄道が通っていなかったため，上流域での

舟運業の価値が上昇し，中流域から上流域に移住する住

民もいた．しかし上流地域を走る湯前線の開通により，

上流域での舟運業も衰退し，上流域は川下りを中心とし

た観光の拠点となる．このように，衰退期では鉄道の開

通により舟運が衰退することで，上流と下流の繋がりが

断絶した結果，川下りという新しい河川との関わり方が

生じた． 

e) 効率期（1925-1959） 

 鉄道が開通した後の河川改修が行われた時期を効率期

とした．この時期は全流域規模で近代化した工法を用い

た河川改修が行われ，特に中流域では橋梁や利水ダムの

建設が活発だった．その他上流域では魚類の養殖や放流，

中流域では植林が行われるようになったことから，生産

の効率化を求めた時代であった．また河川改修も活発と

なったことから，水害を起こす球磨川との試行錯誤を重

ねていたと考えられる． 

f) 第二次発展期（1960-1989） 

 球磨川流域で洪水調節機能を備えた市房ダムが完成し，

九州縦貫自動車動が開通するまでの時期を第二次発展期

とした．この時期は生産期より河川改修が活発になると

同時に，記録に残る水害が2回発生した時期である．上

流域では市房ダムが完成したことで百太郎溝・幸野溝に

安定して水を供給できるようになったため，灌漑区域が

増加した．またこの頃から灌漑用水路についての地域学

習が始まる．中流域では橋梁の建設が引き続き行われ，

橋梁での移動が一般的になるまで渡しが利用された．下

流域でも引き続き近代化した工法を用いた河川改修が進

められた．また，それまで上流域と下流域を繋ぐ主要な

経路は，中流域の通過を含む球磨川沿いだと考えられる

が，九州縦貫自動車道の開通により，上流域と下流域を

直接繋ぐことが可能となった．このように第二次発展期

では，生産期より河川改修が活発となり，水害を調節す

るような動きがみられ，交通形態に新たな変化が生じた． 

g) 配慮期（1990年以降） 

 九州縦貫自動車道が開通した後，現在に至るまでを配

慮期とした．この時期は第二次発展期の終わりに開通し

た九州縦貫自動車道により交通状況に変化が生じ，河川

との関わり方が見直されてきた．上流地域では川辺川ダ

ムの必要性が議論されてきたほか，灌漑用水路について

の地域学習が進められてきた．中流域では荒瀬ダムの撤

去工事が行われたが，九州縦貫自動車道の開通により主

要な道路としての機能を失う．下流域でも遙拝堰が再び

注目され，近世の復元や環境を見直した河川改修が行わ

れた．このように，配慮期では環境に配慮した河川改修

が行われる反面，交通状況の変化により上流域と下流域

に都市が偏ることとなった． 

 

(3) まとめ  

以上より，孤立期では人や物の出入りが難しく，地域

の特徴が強く出ていた．流域の一部で発達していた舟運

は，開削期における球磨川の開削期により，上流から下

流を一貫した物資の運搬が可能となった．開削期にはそ

の他にも上流域にて灌漑用水路が発達し，中流域では古

来から受け継がれてきた舟乗りの技術を駆使し，上流と

下流を結ぶ舟運業を担うようになり，第一次発展期では

開削期に得られたものをさらに発展させながら利用して

きた．衰退期には鉄道が相次いで開通することで舟運業

に大きな打撃を与えるが，観光を目的とした新しい河川

の利用方法が生じた．効率期には流域全体を通して河川

改修が活発な時期であり，第二次発展期でもその動きは

受け継がれたが，河川改修が発展すると共に大規模な水

害に悩まされた時期でもあった．その他，第二次発展期

に九州縦貫自動車道が開通したことで，中流域を経由せ

ずに上流と下流を容易に行き来することが可能となった．

配慮期では河川との関わり方が見直され，環境や歴史背

景を尊重した取り組みが行われているが，上流域と下流

域に都市が偏っている現状である． 

上流域と中流域をまとめる上で，上流域では灌漑用水

路である百太郎溝と幸野溝，中流域では球磨川流域の交

流として必要不可欠であった交通形態の変化が重要であ

ると考えた．そこで4章にて上流域の特徴である灌漑用

水路について，5章にて中流域の特徴である交通形態の

変化について述べる． 

 

 

4. 上流域の特徴 ～百太郎溝と幸野溝～ 

 

 上流域で影響を与えた事柄として，近世から現在まで

変わらず利用され続けている百太郎溝，幸野溝が挙げら
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れた．次項にて両溝の概要とともに，両溝の連携や水害

時の役割について記したのち，両溝に関わる地図（図-4）

を示す． 

a)百太郎溝30) 

百太郎溝は全長約19kmであり，多良木町松下で球磨

川の南岸に沿って設けられている百太郎堰から取水され

ている．この取入口の約70m上流には水戸神社が建てら

れており，その境内にはかつて樋門として使用されてい

た旧取入口が多良木町指定史跡として残されている．水

戸神社では毎年4月28日に豊作や災害が起きないことを

祈る「百太郎水戸神社春季祭典」，10月28日には4月の

祭典時に祈願したことに対するお礼を込めた「百太郎水

戸神社秋季祭典」が行われる．灌漑期（4月から9月）に

おける球磨川からの取水量は6.5t/s，灌漑面積は1,554haで

あり，受益地は多良木町，あさぎり町，錦町である． 

百太郎溝は農民の一致協力によって5期にわたり築か

れ，そのおおよその開削時期は第3章に記した通りであ

る．各工事時期の開削区間は，第1期で既存の水路から

青木川まで，第2期で青木川から井口川まで，第3期で井

口川から免田川まで，第4期で免田川から原田川まで，

第5期で原田川から西側である20)．その後昭和33年（1958）

から開始された県営球磨南部地域土地改良事業にて現在

の頭首工が昭和42年（1967）に完成した31)．またこの時

期に百太郎溝の全線で護岸がコンクリートによって補強

されたことで，より下流まで安定的に水の供給を行うこ

とができるようになった． 

百太郎溝の名前の由来についても詳細なことは判明し

ていないが，特に有名とされている説は百太郎という人

物が人柱になった説である．多良木町友の慈願寺には百

太郎の大きな供養碑が建てられており，百太郎溝土地改

良区では毎年この寺で百太郎の法要を営んでいる31)． 

現在の百太郎溝の利用は，農業用水の他に維持用水や

防火用水などが挙げられる．また百太郎溝沿いに隣接す

る住宅からは至るところに石段の洗い場があり，昭和期

には住民の風呂や洗顔などの生活用水として利用されて

きた．百太郎溝の維持管理は，百太郎溝土地改良区の組

合員によって年に一度清掃される．  

b) 幸野溝21)32) 

幸野溝は全長15.4kmであり，湯前町にある幸野ダムで

球磨川から取水されている．元々は幸野ダムから約

600m上流の馬返地区に旧取入口（以下，大堰）から取

水されていたが，第二次発展期の昭和35年（1960）に幸

野ダムが建設されたことにより，現在は水没している．

大堰の水没地点の付近には水戸神社が建てられており，

4月25日に五穀豊穣・豊作，水事故防止，雨乞いを祈願

する「幸野溝土地改良区春季例大祭」が行われる．幸野

溝は球磨盆地の中でも高台である古城台地から取水され

ているため，土地の高低差を活かし，農業用水だけでな

く発電にも利用されている．灌漑期における取水量は

8.0t/s，灌漑面積は1,379haであり，受益地は湯前町，多良

木町，あさぎり町である．また昭和35年に市房ダムの建

設，昭和33年から42年（1958-1967）にかけて全線にわた

り護岸をコンクリートで補強されたことから，安定的に

用水を流すことができるようになったため，あさぎり町

岡原から錦町永野地区まで新幸野溝（水土里ネット中球

磨管理）が新設された． 

幸野ダムから取水された用水は地下を通り，約1.2km

先で地表に出現する．そこから約550m下流に向かうと

幸野溝は3本の隧道である旧貫（1,451m），新貫

（664m），第3の貫（409m）に分かれた後合流する．3

つの隧道は総延長が2,524mにも及び，江戸時代を通し日

本最長の水路トンネルであり，石合掌造り構造で造られ

ているため，歴史的価値も高いという．現在の主な利用

は農業用水，酒造用冷却水，防火用水，発電である．現

在では新貫が主となって幸野溝の用水路を供給している．

旧貫と新貫が合流してから約3.2km下流に位置する多良

木天満宮では，毎年9月25日に幸野溝の開通に尽力した

高橋政重に対する感謝や収穫祭である「幸野溝土地改良

区秋季例大祭」が行われている．幸野溝はその後あさぎ

り町まで流下し，あさぎり町の神殿原地区にて百太郎溝

に流入する． 

幸野溝開削着工の年については第3章に示した通りで

あるが，元禄9年（1696）と元禄10年（1697）の2説があ

る．幸野溝土地改良区では元禄10年を着工の年としてい

る．幸野溝開削の経緯に関しては，当時百太郎溝の第3

期工事が成功しつつあるのを見た相良藩主頼喬が，藩士

であった高橋政重に郡内を巡察し，さらに開墾すべき土

地を見立てるように命じた．政重が幸野溝の開削に尽力

した背景には，同じく開削期にあたる寛文4年（1664）

に行われた林正盛の球磨川開削が影響しているとされる．  

幸野溝の利用に関して農業用水や発電に用いられてい

るのは上記の通りだが，風呂や洗顔などの生活用水とし

ても地域住民の生活を支えてきた．一方，幸野溝は大雨

図-4 灌漑用水路に関する地名や要所 
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の時には球磨盆地の南方の山々から土砂が流入するため，

百太郎溝と比べて幸野溝の方が土砂の流入量が多い．幸

野溝への土砂の流入が多い理由について，幸野溝土地改

良区職員は近年の異常気象による大雨と，動物や管理不

足による山の荒廃が挙げられると述べている．幸野溝の

維持管理は百太郎溝と違い，年間雇用契約の専属職員に

より行われ，作業が重労働であるところは業者の協力を

得ている． 

c) まとめ 

 百太郎溝と幸野溝では，灌漑期において取水量が異な

ることが分かった．これは幸野溝で利用された灌漑用水

が百太郎溝に流入するため，百太郎溝ではその使用水も

考慮して球磨川からの取水量を調節していることにある．

また水害時では南方の山地からの土砂が幸野溝に流入し

やすく，幸野溝は上流地域に流入する土砂を抑制する機

能があった．他にも両溝では大雨がくると判明すれば球

磨川からの取水を止め，雨水を受け入れる準備をしてい

る．山地からの雨水も幸野溝，百太郎溝，球磨川という

順で流しており，球磨川へ流れる時間に差をつけること

で，ピーク流量やそれまでに至る時間を軽減させている．

百太郎溝土地改良区と幸野溝土地改良区の職員は，災害

を発生させないために大雨の前には水路を空にして雨水

を受け止める，という感覚が昔から受け継がれてきたと

いう．また祭典や法要祭が行われていることから，球磨

川による恩恵や，工事による犠牲を伝える場になってい

るのではないかと思われる． 

 

 

5. 中流域の特徴 ～交通～ 

 

球磨川流域における上下流の繋がりに影響を与えた交

通状況として，林正盛による球磨川舟運の開通，肥薩線

や湯前線の開通，九州縦貫自動車道の開通が挙げられた．

次項にそれらの概要を記す． 

 

(1) 林藤左衛門正盛による舟運の開通33) 34)35) 

 開削期における林正盛の球磨川開削が行われる孤立期

まで，球磨川における舟運が行われていたのは上流域と，

中流域に位置する球磨村の多武除より川下であったこと

は上述の通りである．正盛による開削工事は寛文2年

（1662）に開始され，寛文4年（1664）には舟が通行で

きるようになる．孤立期の上流域から中流域は川中の石

により急流となっていたため，主な移動手段は陸路であ

り，参勤交代や住民の物資運搬はとても重労働なものだ

った．その後開削期と第一次発展期を中心に人吉と八代

を結ぶ舟運が活躍し，政治や経済の面だけでなく，大衆

舟として衰退期における鉄道が開通するまで大きな利益

を上げることになる．一方舟運が開通したとはいえ，安

全に運行するには難しい箇所も多数存在した．特に坂本

村に位置する球磨川は急流であり，熟練の船頭でも運行

することが困難な場所があった36)．現在の球磨川下りで

も，10年間の運行を経験しないと船頭にはなれないとい

う．実際に中流域での運行により転覆事故が発生したと

いう記録は多数あり，中流域での運行がいかに危険であ

ったかう伺うことができる． 

 正盛は「球磨川を見守っていたい」という遺言から，

人吉市願成寺町に位置する高台に葬られた．現在では川

開きの3月1日に人吉城内で1年間の球磨川下りの無事を

祈る碑前祭が行われ，正盛の命日である11月12日には人

吉市願成寺町の願成寺にて法要祭が行われている． 

 

(2) 鉄道の開通 

 衰退期にあたる明治41年（1908）の球磨川沿いを走る

肥薩線開通により，球磨川の舟運が衰退したのは上述の

通りである．これにより上流域での舟運が活発となり，

それまで舟運の運営をしていた坂本村の住民は，上流域

の深田村に移住する者も現れる．舟運の拠点として栄え

た深田村だったが，上流域でも湯前線が開通することに

より，交通の拠点は深田村から免田町に移ることとなっ

た．これらの鉄道は令和2年7月豪雨により運休したが，

くま川鉄道湯前線では一部運行を再開している．また肥

薩線は未だ復旧の目処はたっていない．鉄道が運休して

いる状態について，住民からは「残念だ」「復旧してほ

しい」といった声が得られた． 

 鉄道の開通とともに衰退期に誕生したのが球磨川下り

であり，人吉市を代表する観光資源となっている．球磨

川下りは効率期と第二次発展期で特に栄え，舟の維持数

は最高で52艘，船頭は104名おり，当時の船頭の給料は

市長の次に良かったと言われている．  

 

(3) 九州縦貫自動車道の開通 

 衰退期にあたる大正初期から普及し始めた自動車は，

上流域と下流域を往来する道として，肥薩線や球磨川に

沿った道（現在：国道219号）を利用していたものと思

われる．これが配慮期に九州縦貫自動車道が人吉と八代

を結ぶことにより，それまで中流域を通ることが必須だ

ったものが，直接上流域と下流域を繋ぐことになる．こ

れにより中流域を通過する住民が減少し，中流域と強く

結びつくのは人吉から発船する球磨川下り，また1990年

代に始まったというラフティングとなった． 

 

(4) 交通形態の変化に伴う球磨川との関わり 

 以上のことから，開削期に林正盛によって開通した舟

運は時代のニーズに沿いながら形を変えてきた．交通や

観光資源として球磨川流域の住民に役立ってきた舟運だ

が，転覆事故も多数あったように，恩恵の裏には事故と
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いう災害も存在する．現在の恩恵を与えた正盛に感謝す

るとともに，球磨川による過去の被害を忘れないために 

も，碑前祭や法要祭を行う意義があると思われる．これ

らの取り組みにより，球磨川を利用し生業とする住民も，

球磨川によって身に危険が及ぶ可能性があることを理解

していると考えられる．また衰退期に誕生した鉄道によ 

って利益を得た地域もあり，上流域では生活に欠かすこ

とができない存在だった．鉄道が運休したことに対する 

反応から，肥薩線や湯前線は住民から必要とされている

ことがわかった． 

 

 

6. 考察 

 

本研究では，球磨川流域における上下流の繋がりを考

える上で，交通，灌漑に着目した．その結果球磨川流域

では孤立期，開削期，第一次発展期，衰退期，効率期，

第二次発展期，配慮期の7つに分けることができた（図-

6）．上下流の繋がりに大きく影響を及ぼしたのは交通

形態の変化であり，その変化は図-7の時期Ⅰ，次期Ⅱ，

次期Ⅲⅰ，次期Ⅲⅱ，次期Ⅳの通りである．これらの交

通形態の変化による時期は7つの時代区分にも対応して

おり，時期Ⅰは孤立期，時期Ⅱは開削期と第一次発展期，

時期Ⅲⅰは肥薩線が開通してから上流域に湯前線が開通

するまでの衰退期前半，時期Ⅲⅱは湯前線が開通した後

の衰退期，効率期，第二次発展期，時期Ⅳは配慮期が対

応している．図-5では時期Ⅲⅱを効率期，第二次発展期

として表している．これにより交通形態に変化が生じた

後には，新しい交通形態を利用して地域を発展させる動

きがあることが分かった．交通形態の中でも舟運による

上下流の繋がりに着目すると，孤立期において中流域と

下流域を結んでいたものが，開削期や第一次発展期にお

いて上下流を繋ぎ，衰退期において下流域，中流域，上

流域の順で舟運が衰退した．衰退期から第二次発展期に

かけ，球磨川沿いを走る鉄道や国道219号が主に利用さ

れていた移動経路だと考えられる．その後配慮期に九州

縦貫自動車動が開通したことにより上流域と下流域に都

市化が集中し，交通経路が球磨川から遠のくことで，球

磨川による上下流の繋がりが減少した．交通形態による

地域の発展は灌漑にも当てはめることができ，開削期の

舟運開通後に百太郎溝，幸野溝の開削，衰退期の鉄道開

通後にダムや橋梁の建設が進んだのち，新幸野溝の開削

が行われている．このように交通形態の変化の後に灌漑

に関する変化がある理由は，球磨川の開削に用いた技術

が灌漑を例とする更なる地域の発展に貢献したためだと

考えられる． 

 球磨川流域では上記の舟運のほかにも，住民による増

水予測，灌漑用水路，灌漑用水路や舟運に関わる祭典な

ど，孤立期，開削期，第一次発展期から現代まで受け継

がれているものが多数あった．水害予測や祭典はいずれ

も人の身に関わる事柄が含まれており，特に祭典は偉人

への感謝や恩恵の祈願を含めることで，古来から現代ま

で受け継がれてきたと考えられる．ここで1章で述べた

大熊孝の「民衆の自然観」を踏まえると，これらは「民

衆の自然観」が時代を越えて受け継がれてきたものだと

考えられる．このように「民衆の自然観」は長期的に現

存し，現在も変わらず球磨川流域の住民に根付いている．

その理由はいずれも球磨川に関する知恵や教訓が含まれ

ており，古来から日常的に球磨川と接する必要のあった

住民にとって，普段の生活の中に球磨川の特徴を伝える

術が残されてきたためだと考えられる．普段の生活の中

で球磨川を知る文化があることによって，「民衆の自然

観」は長期的に住民に受け継がれてきたのではないかと

考える．また「国家の自然観」は衰退期から始まった自

然への見方だと捉えることができ，遙拝堰の廃止やダム

の建設など河川形態に変化が見られるが，配慮期には八

の字堰の復元や荒瀬ダムの撤去など，古来の技術や環境

への影響を考慮した取り組みが行われる．このことから，

球磨川流域全体で衰退期後の球磨川との関わり方を見直

すようになった．衰退期は球磨川との疎遠化が始まった

時期だが，特に鉄道は住民からの支持を得ていることが

判明した．衰退期から第二次発展期は，球磨川沿いに設

けられた鉄道や国道を主に利用したと推測できる時期で

あり，開削期や第一次発展期とは球磨川との関わり方が

異なるが，日常の移動の中で球磨川を目にする機会が多

かったと思われる．この球磨川を目にする機会があるこ

とも，知らぬ間に住民が球磨川を気にかけるようになり，

水害を発生させる球磨川を受け入れるための要因の1つ

なのではないだろうか． 

 

 

7. おわりに 

 

(1) 本研究の成果 

本研究では，球磨川と住民の関わり方に関する歴史的

な変遷をもとに，水害，交通，灌漑に焦点を当て，恩恵

と水害をもたらす河川の受け入れ方を考察した．その結

果，以下のことがわかった． 

①上流域は開削期における河川改修により，豊富な資源

を他地域に発信することができた．衰退期における肥

薩線の開通により他地域では舟運が衰退する中，上流

域は湯前線が開通するまで舟運の拠点として栄え，現

在では観光の拠点となる．また河川改修後に灌漑に関

する発展が確認された． 

②中流域では古来から舟運の技術が高く，時期Ⅱにおい

て上下流の通行を支えた．時期Ⅲでは鉄道の開通，ダ 

第 66 回土木計画学研究発表会・講演集



 

 10 

  

図-6 時代区分における地域間の連携 
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ムや橋梁の相次ぐ建設により舟運や渡しが断絶した．

配慮期にて荒瀬ダムの撤去など環境への意識も向けら

れるが，九州縦貫自動車道の開通により中流域の通過

者が減少したことで，地域の衰退に拍車がかかったこ

とが示唆される． 

③下流域は古来から恵まれた地域であったことから，領

主の移り変わりが激しく，時期Ⅱでは舟運を取り締ま

る動きが見られた．衰退期では鉄道開通により遠距離

での移動が可能となったほか，効率期や第二次発展期

において河川改修が活発となるが，配慮期で近世の技

術や環境を見直す取り組みが行われるようになった． 

④交通形態に変化があった後は大規模な河川改修が行わ

れる傾向にあり，その河川改修に利用した技術を用い

て灌漑を初めとするさらなる地域の発展を試みた． 

⑤「民衆の自然観」で得たものは長期にわたり受け継が

れる傾向があり，その中には球磨川に対する知恵や教

訓が含まれ，住民の生活の中にその術が残されていた． 

⑥日常の移動の中で河川を目にすることが，その河川を

無意識に気にかけることに繋がる可能性が得られた． 

以上のことから今後の球磨川と住民に関わる地域づく

りにおいて，「民衆の自然観」の時代から伝わる知恵や

技術を活かすことで，長期的に継承される可能性がある

ことが示されたことから，地域住民がその河川によりも

たらされた利益，他地域への影響，またその利益が現在

どのような形で残っているか認識する必要が挙げられる．

また移動経路における河川を目にする頻度から，河川と

道路を一貫した整備の検討が必要である．  

 

(2) 課題と展望 

 本研究では文献調査を中心に歴史的事実をもとに球磨

川と住民の関わり方を整理した．これより住民が球磨川

を受け入れてきた要因を考察することができたが，実際

に住民が球磨川による恩恵の歴史をどの程度認識してい

るか調査する必要がある．また交通経路に伴い球磨川へ

の意識の可能性があったことから，他地域において河川

沿いに位置する交通路を有する流域での，住民の河川に

対する意識調査を行うことが挙げられる．最後に流域治

水に関する課題として，山地の荒廃によって水害が激甚

化したという声があった．大熊孝の川の定義や「森は海

の恋人」とも言われるように，水害のみならずより下流

の地域のためには山地も考慮した取り組みが期待される．

球磨川流域はその大半が山地によって形成されているこ

とから，広大な山地をどのように管理していくかが今後

の課題となる． 
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